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「よいことのために手を取り合おう」 

『クラブを変化していくには行動と勇気 』

～CＨＡＮＧＥ！ＡＣＴＩＯＮ！ＢＯＬＤＮＥＳＳ！～  

≪2025-26 年度 クラブテーマ≫ 
 

「本日の例会案内」 

＜第 4 回東大阪みどり RC との合同例会＞ 

「合併に向けたファシリテーション」 
 

「次回の例会案内（2026 年 5 月 18 日㈪」 

＜社会奉仕委員長卓話＞ 

氏野 隆司 社会奉仕委員長 
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４月度ロータリーレート：１６０円 

 

≪前回の例会報告（4 月 06 日）≫ 

出席率報告：会員総数 17 名（うち出席免除 4 名） 

ホームクラブ出席 14 名（免除 3 名）出席率 87.5% 

 

 

 

 

「会長の時間」         会長 竹谷裕人 

本日は、たくさんの方にお越し頂き、誠にありが

とうございます。今日の会長の時間は、ニュース等

で何かと騒がれております「ナフサ」について、現

在のエネルギーと化学の状況についてお話をさせ

て頂きたいと思います。 

「ナフサ」とは、原油を蒸留した際に得られる軽

質油分で、沸点で言えばおよそ 30～180 度程度の

範囲にある炭化水素の混合物で、LP ガスよりも重

く、ガソリンよりやや軽い成分で、石油製品の中で

は、燃料ではなく、化学原料としての役割を担って

います。原油が精製されると、LP ガス、ナフサ、

ガソリン、灯油、軽油、重油といった形に分離され、

その中でナフサは、主に石油化学メーカーのコン

ビナートに送られ、「ナフサクラッカー」と呼ばれ

る装置で分解され、エチレン、プロピレン、ブタジ

エンといった基礎化学品になります。そこから「モ

ノマー」という分子となり、様々な形で加工され、

最終的には「ポリマー」となります。そのポリマー

が、プラスチックや様々な製品に姿を変えていく

のですが、ナフサは現代の生活の中で形作ってい

るものの原材料と言っても過言ではありません。   

日本の原油消費量は、1 日あたり約 28 万㎘程度

と言われておりますが、体感も含めると 47 万㎘前

後の需要があるかと思います。日本の原油の国家

備蓄は 200 日分程度とされていますが、備蓄され

ている原油のすべてが市場に供給できるわけでは

ありません。タンクの底には、「スラッジ」と呼ば

れる不純物が溜まり、これを巻き上げると品質や

その設備に影響が出るため、一定量は取り出せま

せん。また、配管の中にも液が存在しており、この

量も実質的に動かせない在庫となりますが、これ

も備蓄量として計算されているので、帳簿上の在

庫と実際使える在庫の量には、相当な違いがあり

ます。自由に使える原油全体の在庫は、体感として

約 140 日分ではないかという見方もあります。そ

の中でナフサは、需要の回転が非常に速く、石油化

学工場で連続的に消費されるので、そもそも在庫

として積み上げる前に使われてしまいます。また、

ナフサは揮発性が高いため、長期保管に向かず、大

量備蓄はできません。そして、設備の問題もありま

す。ナフサの専用の貯蔵タンクには限りがあり、原

油の国家備蓄といったインフラが整っていません。

最後に、制度の違いもあります。ナフサは、民間備

蓄に 100%依存しており、政策的にも備蓄をする対

象として位置づけられていません。このような理

由から、ナフサは構造的にも在庫日数が短く、非常

にタイトな状態になりやすいです。私の肌感では、

日本のナフサの在庫は、すでに底をついているの

が現状ではないかと思っています。 

ホルムズ海峡は、世界の原油輸送の大動脈です。

日本の輸入の大半も、このルートに依存していま

す。仮に戦争が終わり、通常通り海峡が通行できる



ようになっても、ナフサの問題がすぐに解決する

とは限りません。現在の問題は、輸送の問題だけで

はなく、世界的な需給バランスの変化にあります。

特に、アジアでは需要が急拡大しており、原料の取

り合いが既に起きています。その結果、日本への供

給が回りにくくなっている傾向があります。中東

から日本まで、タンカーで原油やナフサを運ぶに

は、約 3 週間かかると言われています。2 月末頃

に戦争が始まり、その影響が出始めることを考え

ると、日本に向けた最後の安定した輸送は、3 月中

旬から下旬となります。実際に、3/21 にはラスト

タンカーが到着したと言われ、既に 2 週間以上が

経過しています。つまり、現在私たちが使っている

原料は、すでに次が読めない状態の中での在庫と

いうステージに入ってきております。この時間差

が、今回の問題の分かりにくさであり、怖さでもあ

ります。今、仮に情勢が落ち着いたとしても、すぐ

に供給が回復するわけではなく、むしろ影響が顕

在化してくる可能性があります。私の会社は、建材

を製造しており、それにはナフサ由来の「エマルシ

ョン」という樹脂が不可欠です。現在、容器や原材

料の調達が非常に厳しく、工場ラインが停止する

可能性も見えてきています。調達先を探し、配合も

変えながら対応を進めていますが、今後も安定し

た供給が見通せていない状況です。実は、ポリマー

業界は７、8 年前から、日本への供給割合制限が何

度もありました。その度に、仕様変更を迫られ、そ

の対応に努めてきましたが、今回は供給を止めな

いように、価格も無視して買い付けに走っており

ます。コロナ禍で使い果たした国家の税金を考え

れば、ほぼ国に頼れず、自分たちで何とかするしか

ないと思っています。こうした経験から感じるの

は、これからの時代は安定を前提とした時代では

なく、変化することも含めた設計をする時代だと

いうことです。当クラブも、変化を前提としなが

ら、自分たちで考え、柔軟に対応し、地域や社会に

貢献していく姿勢を大切にしていきたいなと、私

は今回改めて思っております。 

 
「幹事報告」          幹事 吉村 篤 

１．本日のポスト 

  週報（№1645） ロータリーの友４月号 

２．ご連絡事項 

・本日例会後に理事会を行います。 

・4/11 のＩＭロータリーデーの当日は 10 時シェラ

トン都ホテル大阪 4 階にお集まりください。 

・5/10㈰の東大阪市民ふれあい祭りのパレード参加

についてのお伺いを事務局よりお送りしますので

お返事お願い致します。 

・次回例会は、東大阪みどり RC との合同例会となっ

ております。 

・例会前の 17 時よりホワイエにて第 3 回次年度理事

会を行います。 

 

「委員会報告」 

藤原史嗣 IM ロータリーデー実行委員長 

今週、「フレッシュロータリアン研修交流会」と「IM

ロータリーデー」が開催されます。当日は、午前 10

時に 4 階「浪速の間」前へご集合頂き、フレッシュ

ロータリアン研修交流会のご案内、それが終われば、

午後 13 時半頃から「IM ロータリーデー」のご案内

となりますので、よろしくお願い致します。閉会の予

定が 16 時半頃となっており、それから解散となりま

す。大変長丁場ですが、何卒よろしくお願い申し上げ

ます。当日、各自お役目をお願いしておりますが、当

日ご集合頂いた時に改めて説明させて頂きます。皆

様のお力を結集し、何とか成功に導きたいと思って

おりますので、よろしくお願い致します。 

 

社会奉仕委員会         幹事 吉村 篤 

氏野社会奉仕委員長に代わりまして、ご報告申し

あげます。本日、「春の交通安全キャンペーン」とい

うことで、布施警察と中西会員が会長をされている

自動車交通安全協会主催のイベントに行ってまいり

ました。ご参加された皆様、どうもご苦労様でした。

今年の春のキャンペーンは、一日署長にタカラジェ

ンヌの方を迎えまして、地元の高校生によるパフォ

ーマンス等もございました。自転車で青色切符が切

られることになり、そういったことに関する講義が

行われた次第でございます。当クラブとしても、自動

車のマナーアップキャンペーン等を支援しておりま

すので、引き続き交通安全について、皆様のご理解の

もと、ご協力をお願いしたいと思います。 

 
「卓話」国際奉仕委員長卓話 

藤原史嗣 国際奉仕委員長 

当クラブには、2 つの姉妹クラブがあります。台湾

の台中大屯 RC とネパールのカトマンズミッドタウ

ン RC です。この両クラブとの親交を深め、相互理解

を深めるということが一つの目的でございます。そ

して、国際奉仕という観点におきましては、当クラブ

は長年にわたり、ネパールの社会奉仕事業に関する

様々な形での協賛をさせて頂いております。スター

トは、VSOG という奉仕団体のネパールでの活動に

参加し、そこから繋がりが広がっていったと記憶し

ております。その後は約 10 年間にわたり、カトマン

ズミッドタウン RC と一緒に奉仕活動を続けてまい

りました。多くの活動の中で、近年で一番大きかった

ものは、RI の補助を使わせて頂く形で行ったヘビ毒

の被害を軽減する約 4 年間の活動です。昨年の 40 周

年の際には、それにプラスとなる協賛をさせて頂き

ました。今年も引き続き行い、その事業が一区切りつ

いたということで、次年度はまた新たな方法を探っ

ていかなければいけませんが、これからもカトマン

ズミッドタウン RC と協議を進めていきたいと思っ

ております。台中大屯 RC とは、昨年初めての共同奉

仕活動の実績を残して頂きました。 

昨年もネパールを訪問したかったのですが、予定

を先延ばしにしております。今ネパールの若い世代

の人たちが旧体制に対して反旗を翻し、政情はなか

なか落ち着きません。ネパールへは、私は 1 回目は



行っておりませんけれども、2 回目の訪問の時から行

かせて頂きました。その時は、ポカラというリゾート

地に行きましたが、大変風光明媚な場所でした。3 回

目の訪問の時は、カトマンズの北側にある山の上の

ホテルに泊まらせて頂きました。大変景色が良くて、

ベランダからヒマラヤ山脈を 180 度眺めることがで

きました。夜は、満天の星空で、宇宙ステーションが

1 時間半ぐらいに一回通るのが見えましたので、外で

空を眺めながらお酒を飲んでいました。また、ネパー

ルにも是非行きたいと思っております。その時には、

また皆様にもお声かけしたいと思います。  

昨日のニュースで、アメリカ軍の F15 戦闘機が撃

墜されたと報じられていました。イラン上空でアメ

リカ軍機が撃墜されたのは、これが初めてのことな

のです。ただ、撃墜されたという意味では 4 機目に

なりまして、最初に撃墜されたのは、航空自衛隊の

F15 戦闘機でした。これは、訓練の時に、後を飛んで

いた味方の飛行機が間違ってミサイルを撃ってしま

い、それが命中して墜落したという、非常に不名誉な

話があります。それが、世界で最初に撃墜された F15

戦闘機で、2 番目と 3 番目は、今回の戦争中に味方で

あるクウェートのミサイルに撃墜されたという、味

方に撃墜されやすい戦闘機のようです。また、今回の

戦争では、第 2 次世界大戦後初ということがいくつ

かありまして、潜水艦が軍艦を魚雷で沈めたのも、そ

の一つです。それ以前で最後に沈められたのは、80

年前に沈められた日本の潜水艦です。そして、軍艦が

軍艦を沈めるということも、フォークランド紛争以

降初めてで、長年起こっていなかったことです。初め

てのことが起こるということは、ある意味世の中が

変わりつつあって、それが良くない方向に進んでい

るのではないかと感じてしまいます。竹谷会長のお

話にもありましたけれども、何とか乗り切っていけ

ればと思っています。 

 

4 月理事会議事録 

＜審議事項＞ 

（１）東大阪みどり RC との合併についてのアンケ

ート内容について 

 ロータリークラブ合併についての最終意思表明を

4 月 20 日までに提出していただく。 

＜報告事項＞ 

（１）IMRD について 

藤原実行委員長より、当日の詳細説明を行う。 

（２）職業奉仕見学会・親睦家族懇親会の詳細につい

て 

6/6㈯ 上本町集合。中型バスにて山崎美術館に

立ち寄り後、帝国ホテル京都にて昼食をとる。 

 

「ニコニコ箱報告」       弓手 SAA 副委員長 

〇本日のニコニコ 

１．本日のニコニコ 

・藤原委員長卓話宜しくお願いします。吉村、氏野、

宮永、石津、松尾、弓手、高野、塩川、出口、金城、

各会員 

・藤原さん色々お疲れ様です。今日も頑張って！ 竹

谷会員 

・新学期が始まります。谷村会員 

・藤原委員長の卓話です。よろしく。今日から全国春

の交通安全運動が始まりました。特にお気をつけ下

さい。 

・東大阪バスケットボ―ル選手権得大会の協賛有難

うございました。 

・今日は卓話です。 藤原会員 

 

 

 

 

＊4 月のお祝い＊ 

⑴ 会員お誕生日 

氏野隆司会員 弓手宏亮会員 出口孝明会員 

⑵ 奥様お誕生日  

石津淑恵様 金城明美様  

⑶ 結婚記念日 

谷村佳昭会員 金城奉逸会員 竹谷裕人会員 

 

 

 

 

＊本日合計     18,000 円 

＊年度累計    239,000 円 

 


